
 

 

【解答】3 

公転周期ではなく自転周期です。 

  



 

 

【解答】2 

各サブキャリアの直交性や同期は厳密に保つ必要があります。 

  



 

 

【解答】2 

オームの法則を用いて求まる部分から順に求めます。7Ωの抵抗に 11.2Vの電圧が発生するとき、流れる電流は

1.6Aと求まります。 

次に、48Ω と 16Ω が並列になっている部分は、この抵抗の逆比、すなわち 16：48＝1：3 の比で電流が流れま

す。したがって、1.6×3/4＝1.2Aが答えです。 

  



 

 

【解答】4 

直列共振回路ということは、コイルに発生する電圧とコンデンサに発生する電圧は、大きさが同じで 180°逆位

相になります。ここで XLが 60Ωということは、XCも 60Ωです。 

直列共振時の XCと XLの合成リアクタンスはゼロですから、回路全体のインピーダンスは 20Ωとなり、回路に

流れる電流は 5Aです。したがって VRは 100V、VXCは 5A×60Ω＝300Vです。 

  



 

 

【解答】1 

2はバラクタダイオード、3はツェナーダイオード、4はサーミスタの説明です。 

  



 

 

【解答】3 

考え方が分からないと解きづらい問題かと思います。 

問題の条件から逆に抵抗値を決定して計算していくことにします。 

抵抗減衰器が 3RL/5、8RL/15とあるので、RL=15Ωと置いてしまいます。すると、入力側から見て 9Ω、8Ω、9Ω、

そして 15Ωと接続された回路になります。そして、V2=15Vと置いてしまいます。 

すると、RLに流れる電流は 1A、真ん中の 8Ωに掛かる電圧は 24V、そしてこの抵抗に流れる電流は 3A となる

ので、V1側に入っている 9Ωに流れる電流は 4Aとなり、ここに発生する電圧が 36Vになることから、V1は 60V

と決定されます。 

すなわち、V1が 60V のときに V2が 15V になるという条件から、電圧が 1/4 になる抵抗減衰器であることが分

かります。電圧比 1/2倍は－6dBですから、－6－6＝－12dB(減衰量 12dB)が答えです。 

  



 

 

【解答】2 

αが減衰量であることに注意してグラフを見ます。BPFは一定の帯域だけを通過させるものですから、答えは 2

です。 

なお、1は BEF、3は HPF、4は LPFです。 

 

  



 

 

【解答】4 

標本化によって取り出したアナログ信号の振幅を代表地で近似して数値化することを量子化と呼びます。 

補間フィルタには LPFを用います。 

  



 

 

【解答】5 

直交するということは、90°＝π／2 の位相差を意味します。これらを 4 値レベルを持つ信号で変調し、それら

を合成すると 4×4＝16値の変調波が得られます。 

16QAMと 16PSKを比較すると、位相にしか情報を載せていない 16PSKより、位相・振幅の両方に情報を載せ

る 16QAM の方が周波数利用効率が高くなりますが、ノイズやフェージングの影響も相対的に大きくなります。 

  



 

 

【解答】1 

占有帯域幅＝2×最高変調周波数×（変調指数＋1）という公式を覚えているかどうかの暗記問題です。これに

値を代入すると、2×12×（4＋1）＝120となります。 

 

  



 

 

【解答】4 

CDMAは、同一の周波数帯を複数の移動局で共用します。遠近問題を解決するためには、受信電力が基地局で同

一になるよう、全ての移動局の送信電力を制御します。 

  



 

 

【解答】2 

ダイバシティ方式は、同時に回線品質が劣化する確率が小さい複数の通信系を利用することでフェージングの影

響を軽減するものです。 

物理的に大きく離れた複数の伝送路を利用するものをルートダイバシティ、近接した複数のアンテナからの出力

を選択・合成する方式はスペースダイバシティと呼びます。 

  



 

 

【解答】5 

ラッキー問題です。2周波中継方式は、交互に 2つの周波数を使いますから、f1＝f3＝f6＝f8、f2＝f4＝f5＝f7 

の関係があります。これに照らすと、5が正しい記述です。 

 

  



 

 

【解答】3 

1は無給電中継、2はヘテロダイン中継、4は直接中継の説明です。 

  



 

 

【解答】1 

距離分解能は、パルス幅が狭いほど良くなります。 

  



 

 

【解答】4 

気象観測用レーダーは、PPI方式・RHI方式ともに用いられます。 

  



 

 

【解答】4 

受信店の電界強度が同じということは、アンテナ利得のみで電力計算ができます。 

電力比 3dBが 2倍、6dBが 4倍、9dBが 8倍、12dBが 16倍ですから、八木アンテナの相対利得が 12dBと

いうことは、8Wの 16分の 1の電力を求めれば良いことになります。したがって 0.5Wが答えです。 

 

 

  



 

 

【解答】3 

スロットアレーアンテナは、方形導波管の側面に λ／2 ごとにスロットを切ったものです。スロットアレーアン

テナ全体としては水平偏波となり、スロット数が多いほどビーム幅は狭くなります。 

  



 

 

【解答】5 

回転放物面を反射鏡に用いた円形パラボラアンテナは、一次放射器を回転放物面の焦点に置きます。開口面積は

大きいほど指向性は鋭くなります。 

主反射鏡に回転放物面、副反射鏡に回転双曲面を用いたものはカセグレンアンテナです 

  



 

 

【解答】1 

等価地球半径は、実際の地球半径の約 4/3倍です。 

 

  



 

 

【解答】5 

降雨による減衰は、降雨量が多いほど大きく、波長が長いほど小さくなります。 

雨の影響は、おおむね 10GHz以上になると顕著になります。 

  



 

 

【解答】3 

正極はカドミウムではなく二酸化鉛です。 

  



 

 

【解答】2 

電力比 10倍が 10dB、2倍が 3dBであることを念頭に置きます。 

16dB＝10dB＋3dB＋3dBなので、10倍×2倍×2倍＝40倍を意味します。 

したがって、「電力を 40分の 1にしたら 25mW」ということになりますから、送信機の出力は 1000mWです。 

  



 

 

【解答】1 

ブリッジの平衡条件は、対角線同士の抵抗の積が等しいことから、RsR2＝R1R3が成立します。これより、Rsの

値は R1R3/R2と求まります。このときのサーミスタでの消費電力は I12R1R3/R2です。 

マイクロ波電力によってサーミスタが加熱された後に再度ブリッジを平衡させたとき、R1・R2・R3の値は加熱前

と変化していないことから、サーミスタに加えられる熱量が最初と等しいことを意味します。したがって、最初

の平衡状態で電源から供給されていた電力 I12Rsと、マイクロ波電力を与えた後でサーミスタに加えられる電力

の総量が同じですから、選択肢 1の式で電力が求まることになります。 

 


